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は
じ
め
に

　

平
成
二
八
年
、
全
国
北
前
船
セ
ミ
ナ
ー
開
催
三
〇
周
年
記
念
大
会
が
、
寄
港
地
の

一
つ
石
川
県
加
賀
市
で
開
催
さ
れ
た
（
全
国
北
前
船
研
究
会
二
〇
一
六
）。
翌
年
に

は
、「
江
差
の
五
月
は
江
戸
に
も
な
い 

―
ニ
シ
ン
の
繁
栄
が
息
づ
く
町
―
」（
北
海

道
江
差
町
）
と
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間 

―
北
前
船
寄
港

地
・
船
主
集
落
」（
山
形
県
酒
田
市
ほ
か
）
が
日
本
遺
産
に
同
時
認
定
さ
れ
、
北
前

船
に
再
び
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

本
州
北
端
に
位
置
す
る
津
軽
・
下
北
地
方
に
は
、
北
前
船
の
北
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
松

前
・
江
差
・
箱
館
に
向
か
い
津
軽
海
峡
を
渡
海
す
る
た
め
の
寄
港
地
が
、
日
本
海
・

陸
奥
湾
・
津
軽
海
峡
に
面
し
て
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
海
と
太
平
洋
の
接
点

で
あ
る
下
北
地
方
に
は
、
北
前
船
に
加
え
、
東
廻
り
航
路
の
足
跡
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
遺
産
の
認
定
に
伴
い
、
各
地
で
北
前
船
に
関
連
す
る
町
お
こ
し
が
企
画
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
広
域
的
広
が
り
を
持
っ
た
北
前
船
は
、
関
連
資
産
の
調
査
・
研
究
が
十

分
な
さ
れ
れ
ば
、
新
た
な
地
域
間
交
流
を
生
む
起
爆
剤
に
な
り
う
る
が
、
青
森
県
内

で
は
、
関
連
資
産
の
基
礎
的
調
査
は
必
ず
し
も
十
分
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

歴
史
的
な
裏
付
け
が
伴
わ
ず
単
に
北
前
船
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
町
お
こ
し
を
企
画
し

た
と
し
て
も
、
長
続
き
せ
ず
、
ま
た
十
分
な
効
果
も
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
海
運
に
よ
り
運
ば
れ
た
石
造
物
に
は
年
号
・
地
名
・
人
名
な

ど
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
海
運
の
歴
史
的
展
開
や
海
運
に
よ
る
地
域
間
交
流
を
理
解
す

る
上
で
重
要
な
歴
史
資
料
と
い
え
る
。
し
か
し
県
内
で
は
笏
谷
石
製
狛
犬
を
除
け
ば
、

そ
れ
ら
海
運
関
連
石
造
物
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

筆
者
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
近
世
墓
と
人
口
史
料
に
よ
る
社
会
構
造
と

人
口
変
動
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
平
成
一
九
〜
二
一
年
度
）・
基
盤
研
究
Ａ
「
中

近
世
北
方
交
易
と
蝦
夷
地
の
内
国
化
に
関
す
る
研
究
」（
平
成
二
二
〜
二
五
年
度
）、

基
盤
研
究
Ａ
「
石
造
物
研
究
に
基
づ
く
新
た
な
中
近
世
史
の
構
築
」（
平
成
二
六
〜

三
〇
年
度
）
に
よ
り
、
北
海
道
な
ら
び
に
青
森
県
か
ら
山
口
県
ま
で
の
日
本
海
沿
岸

に
お
い
て
海
運
関
連
の
近
世
石
造
物
調
査
を
行
っ
て
き
た
（
関
根
二
〇
一
三
・
二
〇

一
八
ｂ
、
関
根
編
二
〇
一
二
・
二
〇
一
三
・
二
〇
一
六
）。

　

本
稿
で
は
、
青
森
県
津
軽
地
方
と
下
北
地
方
で
確
認
し
た
近
世
海
運
関
連
石
造
物

を
取
り
上
げ
、
海
運
の
歴
史
的
展
開
と
海
運
に
よ
る
地
域
間
の
結
び
つ
き
を
論
じ
る
。

　

な
お
、
本
報
告
は
、
筆
者
を
研
究
代
表
者
と
す
る
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ａ
「
石

造
物
研
究
に
基
づ
く
新
た
な
中
近
世
史
の
構
築
」（
課
題
番
号
二
六
二
四
四
〇
四
四
）

の
研
究
成
果
の
一
部
を
含
む
。

津
軽
・
下
北
の
近
世
海
運
関
連
石
造
物

関　

根　

達　

人

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
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一　

調
査
の
方
法
と
石
造
物
の
概
要

　

下
北
・
津
軽
地
方
に
所
在
す
る
江
戸
時
代
の
海
運
関
連
石
造
物
の
う
ち
、
銘
文
に

他
の
地
方
の
地
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
し
た

が
っ
て
福
井
県
産
の
笏
谷
石
製
の
石
造
物
の
よ
う
に
日
本
海
海
運
に
よ
っ
て
運
ば
れ

て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
銘
文
で
他
地
方
の
地
名
が
確
認
で
き

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
か
ら
除
外
し
た）

1
（

。

　

は
じ
め
に
自
治
体
史
や
郷
土
史
図
書
を
参
照
し
対
象
と
な
り
そ
う
な
石
造
物
を
抽

出
し
た
上
で
、
北
前
船
寄
港
地
の
寺
社
を
訪
ね
歩
き
、
該
当
す
る
石
造
物
の
所
在
確

認
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
津
軽
海
峡
・
陸
奥
湾
沿
岸
・
日
本
海
沿
岸
の
二
一
ヶ
所

で
計
八
七
基
の
近
世
海
運
関
連
石
造
物
を
確
認
し
た
（
表
1
・
図
1
）。

　

地
域
別
で
は
下
北
が
七
ヶ
所
で
六
六
基
、
野
辺
地
が
五
ヶ
所
で
六
基
、
青
森
が

三
ヶ
所
で
三
基
、
今
別
が
一
ヶ
所
で
二
基
、
鰺
ヶ
沢
が
一
ヶ
所
で
二
基
、
深
浦
が

一
ヶ
所
で
七
基
、
岩
崎
が
一
ヶ
所
で
一
基
と
な
る
。
下
北
で
は
恐
山
菩
提
寺
と
そ
の

参
詣
道
に
最
も
多
く
、
他
に
北
前
船
の
寄
港
地
で
あ
る
大
畑
・
田
名
部
・
川
内
・
脇

野
沢
・
佐
井
で
近
世
海
運
関
連
石
造
物
が
確
認
さ
れ
た
。

　

種
類
ご
と
の
内
訳
は
、
石
灯
篭
が
五
〇
基
と
最
も
多
く
、
狛
犬
と
丁
石
が
各
八

基
、
手
水
鉢
六
基
、
鳥
居
五
基
、
観
音
三
基
と
続
き
、
他
に
五
輪
塔
・
石
卒
塔
婆
・

仏
舎
利
塔
・
玉
垣
・
石
段
・
石
橋
が
各
一
基
で
あ
る
（
図
2
）。

　

年
代
別
で
は
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
深
浦
町
円
覚
寺
の

笏
谷
石
製
狛
犬
形
鎮
子
（
２
０
ａ
）
が
最
も
古
い
。
次
い
で
一
六
五
〇
・
六
〇
年
代

に
は
今
別
八
幡
宮
（
１
８
ａ
・
１
８
ｂ
）
と
青
森
市
小
金
山
神
社
（
1
６
）
に
笏
谷

石
製
狛
犬
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
一
七
八
〇
年
代
ま
で
の
間
で
確
認
で
き
た
の
は
、

深
浦
町
円
覚
寺
に
あ
る
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
銘
の
花
崗
岩
製
手
水
鉢
（
２
０
ｂ
）

の
み
で
、
県
内
で
海
運
関
連
石
造
物
が
増
え
る
の
は
一
七
九
〇
年
代
以
降
で
あ
る

（
図
3
）。
一
七
九
〇
年
代
以
降
は
幕
末
ま
で
連
続
的
に
海
運
関
連
石
造
物
が
み
ら
れ

る
が
、
年
代
的
に
は
一
七
九
〇
年
代
と
一
八
四
〇
・
五
〇
年
代
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、

一
八
六
〇
年
代
に
は
数
が
減
少
し
て
い
る
。

　

石
材
と
し
て
は
、
瀬
戸
内
産
と
み
ら
れ
る
花
崗
岩
が
最
も
多
く
、
地
元
産
の
輝
石

安
山
岩
、
福
井
市
足
羽
山
産
の
笏
谷
石
と
続
き
、
他
に
和
泉
砂
岩
や
石
川
県
金
沢
市

内
か
ら
産
出
す
る
戸
室
石
と
呼
ば
れ
る
安
山
岩
が
確
認
さ
れ
た
。
笏
谷
石
は
少
な
い

な
が
ら
も
一
六
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
ま
で
使
わ
れ
続
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
瀬

戸
内
産
と
み
ら
れ
る
花
崗
岩
が
使
わ
れ
だ
す
の
は
一
八
世
紀
中
頃
以
降
で
、
一
七
九

〇
年
代
以
降
に
急
増
す
る
。
一
方
地
元
産
の
輝
石
安
山
岩
は
一
八
四
〇
〜
六
〇
年
代

と
使
用
が
遅
れ
る
。

二　

石
造
物
の
製
作
地

　

今
回
調
査
し
た
な
か
で
石
工
銘
を
有
す
る
石
造
物
が
八
基
あ
る
。
内
訳
は
大
坂
石

工
三
基
、
備
後
尾
道
石
工
・
長
州
赤
間
関
石
工
・
越
前
福
井
石
工
・
加
賀
金
沢
石
工

が
各
一
基
と
地
域
不
明
の
石
工
一
基
で
あ
る
。

　

大
坂
石
工
の
作
品
は
、
大
畑
八
幡
宮
に
あ
る
御
影
屋
新
三
郎
の
石
灯
篭
（
１
ａ
）

と
狛
犬（
１
ｂ
）、
川
内
八
幡
宮
に
あ
る
小
島
屋
半
兵
衛
の
石
灯
篭（
６
ａ
）で
あ
る
。

　

御
影
屋
新
三
郎
は
大
坂
の
西
横
堀
炭
屋
町
を
本
拠
と
す
る
。
御
影
屋
新
三
郎
の
作

品
は
、
大
阪
府
貝
塚
市
森
の
稲
荷
神
社
に
あ
る
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
銘
の
石

灯
篭
（
天
岸
一
九
七
九
）
を
最
古
に
、
住
吉
大
社
の
文
久
二
年
（
一
八
六
三
）
年
銘
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図1　津軽・下北地方の近世海運関連石造物分布図

図2　津軽・下北地方の近世海運
　　関連石造物の種類別比率

図3　津軽・下北地方の近世海運関連
　　　石造物の年代別造立数　
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奉納者 石工 願文など 備考 文献など

世話人 堺屋伊惣治 八谷弥八郎
取次人 大坂 河内屋與三兵衛
堺屋伊惣治 堺屋清兵衛 黄金屋小七郎 樋口[土中] 関谷[土中] 磯谷[土中] 小路口五郎治 扇谷
[土中] 北村屋[土中] 澤田[土中]

大坂炭屋町
石工 見加げや新三郎 御神燈

下台石が半分ほど
土中に埋まってお
り、人命の一部判
読不能

鳴海1977
20160612関根調査

世話人 堺屋伊右衛門 八谷弥八郎
取次 大坂 河内屋與三兵衛
堺屋伊惣治 黄金屋小七郎 山谷長治郎 内海屋房吉 小路口五郎治 堺屋清兵衛 槙金蔵 北村作右
衛門 新保屋忠蔵
安渡村 飛内屋善兵衛　大平村 奥川嘉七 關屋仁右衛門
別當 本現代

石工 大坂炭屋町
見加げや新三郎 奉献 鳴海1977

20160612関根調査

寄進者 大坂下轉労松太田丁 通功丸堺屋平助 南部田名部 熊谷又兵衛正賀 山本理左衛門世戲 
熊谷與兵衛正喬

総鎮守 御武運長久 五穀成
就 御町中繁昌祈所 家内安
全 子孫繁栄 舩中安全 海
上無難 山中杣働 無難志願 
成就高禄 繁昌嘉運 増長祈
所　奉納石鳥居一基

一部後補 鳴海1977
20170611関根調査

松前福山 天屋善兵衛 澤田2001
松前福山 庄内屋由左ェ門 澤田2001
松前荒谷 庄内屋安左ェ門 澤田2001
松前江差 福井又兵衛 澤田2001
松前福山 天屋勘太郎 澤田2001
松前福山 油屋 太郎 澤田2001
江州日吉 辰巳屋松兵衛 澤田2001
江州日吉 辰巳屋松兵衛 石匠 音松亀吉 道程碑 20170611関根調査
施主 野村利助 運送舩 神通丸庄兵衛 奉献 20170611関根調査
田名部 世話人 熊谷又兵衛政賀 菊池重右絵門政□ 城陽淀 佐々木治次郎亮安 天下泰平 国土安穏 20170611関根調査
施主 奥州仙台牡鹿郡石巻湊本町 小松屋新吉 先祖代々 妙蓮不染信女 20170611関根調査
大坂橋屋八幡丸舩頭 讃州塩飽二代目尾上吉五郎 左右面キャカラバア 20170611関根調査
願主 西蝦夷地ヲタルナイ 惣番人中 世話人  岡村庄兵衛　積船 大坂 松寿丸 橘屋吉五郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下 願主 松本庄七 世話人 川内 甲屋新三郎　積船 大坂 松寿丸 橘屋吉五郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 西蝦夷地フルビラ番人中 願主 山田善治 積船 大坂 松寿丸 橘屋吉五郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 川内 新谷良八 近江屋吉郎右ェ門 積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 加州宮腰 銭屋喜太郎 積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下 山田善治 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下 山田文右衛門  山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下 熊谷藤十郎 積船 加州大野 寶吉丸 丸屋武平 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前 藤田與兵衛 藤田常吉 四拾八燈 むつ市1986
願主 能州和嶋 稲本屋名右衛門 四拾八燈 むつ市1986
願主 川内 近江屋金次郎 佐渡屋菊蔵 積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下西舘町 阿部喜兵衛 四拾八燈 むつ市1986
願主 加州宮腰 平木屋長次郎  上賃屋孫四郎 金屋彦兵衛 上賃屋善六 積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下 石戸屋権太郎 塩越 奥山勘三郎 積船 山本 豊栄丸 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下川原町 黒澤直右衛門 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下轉智石町 磯谷久五郎 積船 山本 豊栄丸 四拾八燈 むつ市1986
宮古 佐々木駒吉 牛瀧村 荒川才助 松前 柏木政吉 赤川村 佐々木彌七 松前 長永福蔵 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下 山谷和左衛門  積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 加州宮腰 銭屋喜太郎 積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 泉州堺 平野屋吉兵エ 田中屋元蔵 四拾八燈 海上安全 むつ市1986
願主 松前城下 山谷和左衛門 積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前箱館 山田寿兵衛 積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
塩飽 福屋吉五郎 同 嘉三郎 同 四良兵衛 大坂 「山に中」嘉兵衛 四拾八燈 むつ市1986

越前国三国 久末長右衛門 石工 越前福井
井上市右ェ門 四拾八燈

滅失 奉納者銘は
『新撰陸奥国誌』に
よる

鳴海1977
むつ市1986
三井2006

願主 松前城下 原田永左衛門 卯木屋徳次郎 福井官三郎 積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下轉智石町 磯谷久五郎母 積船 豊栄丸 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下 山口屋甚八 同 中嶋團四郎  積船 豊栄丸 四拾八燈 むつ市1986
願主 西蝦夷地ヲタルナイ場所 濱中 世話人 川内 岡村庄兵衛 積船 豊栄丸 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下端立町 熊谷左喜女 積船 山本 豊栄丸 四拾八燈 むつ市1986
孝禅智明童子 松前 伊達 正徳丸 善治 四拾八燈 むつ市1986
大坂 大和屋 吉 大和屋傳吉　兵庫 和泉屋彌八　川内 三國屋平兵衛　田名部 山本清五郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前箱館 「山に田」店 覚兵衛 順兵衛 甚蔵 久兵衛 文太郎 積船 山本 豊栄丸 久次郎 佐井 
山崎重治 大畑 上林平右ェ門 五戸 久保助八 福岡 福本屋長松 四拾八燈 むつ市1986

願主 西蝦夷地フルビラ 番人中 世話人 松前城下 山田善治 積船 大坂 松寿丸 橘屋吉五郎 四拾八燈 むつ市1986
仙臺水澤 穀田屋七平 三郎治 金蔵 田名部 佐藤庄左ェ門 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前城下 庄内屋由左衛門 積船 加州大野 寶吉丸 丸屋武平 四拾八燈 むつ市1986
松前 支配人 有蔵 積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
願主 松前箱館 「山に田」店 覚兵衛 順兵衛 忠七 賀兵衛 勇助  積船 山本 豊栄丸 久次郎 四拾八燈 むつ市1986
塩飽 世話人 大坂「山に中」嘉平衛 橘屋吉五郎 橘屋嘉三郎 橘屋四郎兵衛 四拾八燈 滅失?所在不明 むつ市1986
願主 惣番人中 積船 大坂 松寿丸 世話人 川内 岡村庄兵衛 四拾八燈 滅失?所在不明 むつ市1986
願主 大畑 小笠原小三郎 同 小路屋五郎吉 松前 藤田宇吉　同大沢村 中村弥蔵 四拾八燈 滅失?所在不明 むつ市1986
願主 松前 伊達手船 船頭善治船中 積船 直船 正徳丸 四拾八燈 滅失?所在不明 むつ市1986

願主　奥本友□三 運送寄附 大坂 松徳丸 与助 為衆病悉除 心身堅固 和泉砂岩 立花1991
20170611関根調査

施主 干鰯問屋 大坂北堀江五丁目 若狭屋宗助 和泉砂岩 立花1991
20170611関根調査

運送寄附 大坂 松徳丸 与助
家内安全 志願成就
二世安楽 為先祖代々諸精
霊

立花1991
20170611関根調査

世話人　菊池立達 吉田屋松兵衛 運送船 福吉丸 與八郎 大坂西横堀
石匠 小島屋半兵衛

奉納年月日は「吉
田屋文書」による

鳴海1977
富岡1981

願主 能代屋金右衛門 加州宮腰 銭屋與八郎 世話人 福嶌屋太兵エ内 奉納 漱水 鳴海1977
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表1 a　津軽・下北地方の近世海運関連石造物

番号 寺社等名称 所在地 種類
法量（ｃｍ）

石材 奉納年
高さ 幅 厚さ

1a 大畑八幡宮 青森間むつ市大畑町新町129 石灯篭 300 126 126 花崗岩 安政6（1859）年8月15日

1b 大畑八幡宮 青森間むつ市大畑町新町129 狛犬 160 105 105 本体:和泉砂岩
台石:花崗岩 文久元（1861）年8月15日

2 田名部神社 青森県むつ市田名部町1-1 鳥居 365 480 33 花崗岩 寛政12（1800）年7月吉祥日

3a 恐山道丁塚（1丁ほか26基） 青森県むつ市 丁石 71 19 19 凝灰岩 安政6（1859）年6月
3b 恐山道丁塚（9･10丁） 青森県むつ市 丁石 71 19 19 凝灰岩 安政6（1859）年6月
3c 恐山道丁塚（12丁） 青森県むつ市 丁石 64 19 19 凝灰岩 安政6（1859）年6月
3d 恐山道丁塚（16丁） 青森県むつ市 丁石 74 19 19 凝灰岩 安政6（1859）年6月
3e 恐山道丁塚（23丁） 青森県むつ市 丁石 57 19 19 凝灰岩 安政6（1859）年6月
3f 恐山道丁塚（32丁） 青森県むつ市 丁石 63 19 19 凝灰岩 安政6（1859）年6月
3g 恐山道丁塚（81丁ほか28基） 青森県むつ市 丁石 66 20 18 凝灰岩 文久3（1863）年6月
3h 恐山道丁塚（113丁） 青森県むつ市 丁石 85 24 19 凝灰岩 文久3（1863）年6月
4a 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 狛犬 113 72 55 花崗岩 文久2（1862）年6月
4b 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 廻国供養塔 110 57 57 安山岩 寛政2（1790）年6月24日
4c 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 五輪塔 150 90 80 安山岩 寛政8（1796）年4月6日
4d 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石卒塔婆 215 21 21 花崗岩 文政11（1828）年
4e1 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e2 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e3 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e4 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e5 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e6 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 輝石安山岩 弘化3（1846）年6月
4e7 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e8 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永元（1848）年6月
4e9 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 輝石安山岩 弘化3（1846）年6月
4e10 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 輝石安山岩 弘化3（1846）年6月
4e11 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e12 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 輝石安山岩 弘化3（1846）年6月
4e13 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e14 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e15 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 輝石安山岩 弘化3（1846）年6月
4e16 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e17 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e18 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e19 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永元（1848）年6月
4e20 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永元（1848）年5月
4e21 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e22 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e23 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 年号なし（1840年代）

4e24 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 285 138 138 笏谷石 年号なし（石工から19世紀初頭と
推定）

4e25 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e26 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e27 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e28 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e29 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e30 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e31 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 年号なし（1840年代）

4e32 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月

4e33 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e34 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 輝石安山岩 年号なし（1840年代）
4e35 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永元（1848）年6月
4e36 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e37 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 嘉永2（1849）年6月
4e38 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e39 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e40 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月
4e41 曹洞宗伽羅陀山菩提寺 青森県むつ市田名部字宇曾利3-2 石灯篭 163 70 70 花崗岩 弘化3（1846）年6月

5a 恐山大湊参道三十三観音3 青森県むつ市大平町24 持経観音 119 40 37 本体:砂岩
台石:花崗岩 文久元（1861）年6月17日

5b 恐山大湊参道三十三観音22 青森県むつ市田名部宇曾利 葉衣観音 119 40 37 本体:砂岩
台石:花崗岩 文久元（1861）年6月17日

5c 恐山大湊参道三十三観音33 青森県むつ市田名部宇曾利 灑水観音 105 52 49 本体:凝灰岩
台石:花崗岩 文久元（1861）年6月17日

6a 川内八幡宮 青森県むつ市川内町川内324 石灯篭
六角台座 130 110 110 花崗岩 安政4（1857）年8月吉辰日

6b 川内八幡宮 青森県むつ市川内町川内324 手水鉢 62 114 54 花崗岩 文久2（1862）年8月吉日
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奉納者 石工 願文など 備考 文献など

施主 徳寶丸 與治右衛門　同 松右衛門　同 舩中 火舎から上欠損 20170612関根調査

静海山 常法院 献主 西田四郎兵衛 能登屋與左ェ門 世話人 加州宮腰 菓子屋太兵衛
加州金城
御扶持人石工
浅野權三郎
浅野權右ェ門

漱水
脇野沢村史調査団
1983
木越2001

願主 角屋藤治郎 運送舩 加州 銭屋與八郎 脇野沢村史調査団
1983　木越2001

ルルモツヘ 運上屋 支配人 四良兵エ 平四良 吉之助 常吉
ルルモツヘ 惣番人中 同出村 梶浦三五良 ルルモツヘ□□ 久右ェ門
マシケ 運上屋 支配人 喜平エ
トママイ 運上屋
アツケシ 會所 支配人 文太良 通辞 嘉右ェ門 助役 弥三良 惣番人中
センホウシ 辰五郎
クスリ 會所 支配人 兵治良 通辞 嘉吉 改役代 又太郎 惣番人中
シラヌカ 富五良
マクヘツ 石松 亀松
ヲコノナイ 源蔵
トウフ井 吉兵衛
トカチ 會所 支配人 武兵衛 熊七 帳役 半之丈 通辞 辰蔵 惣番人中
サル 宗太郎
ホロイツミ 會所 支配人 喜四郎 善吉 惣番人中
シヤマニ 會所 支配人 和左ェ門 帳役 左七 通辞 松郎 惣番人中 權六妻
ウラカワ 會所 支配人 藤十良 帳役 金治良 通辞 忠蔵 惣番人中
ミツイシ 會所 支配人 重治良 帳役 金兵衛 通辞 徳五良 惣番人中
シツナイ 會所 支配人 徳治良 帳役 重吉 通辞 榮左ェ門　惣番人中
ウラカワ 會所 支配人 作蔵 帳役 兵市
アツヘツ 又蔵
サル 會所 支配人 甚蔵 帳役 文吉 通辞 長吉 惣番人中
ユウフツ 會所 支配人 又兵衛 帳役 幸助 通辞 甚三郎 惣番人中
會所 支配人 与惣治 帳役 宇兵衛 惣番人中
ホロヘツ 會所 支配人代 通辞兼 留吉 惣番人中
エトモ 會所 支配人 源蔵 帳役 政治 惣番人中
ウス 會所 支配人 庄兵衛 通辞代 重五良 惣番人中
アフタ 會所 支配人代 富太良 惣番人中
レフンケ 榮八
ヤムクシナイ 會所
ヲシャマンヘ 會所 茂左衛門 伊八 惣番人中
箱舘神明町 冨吉
ユヲイ村 平三良
落部村 又吉

加州橋立 西出孫左衛門 積下

国泰寺 真列大和尚 會裡 士端 玄東 冝全
等澍院 第八世 權大僧都 慈直 弟子 左京徳元 少武徳行
大臼山善光寺 六世 順立大和尚 知事 称顕和尚
奥州喜多郡田名部縣佐井村 祥巌山長福禅寺 縁比丘 現住恵覚俟道 
財喜捨之名利具于後勒石
長福寺恵覚老禅寶護老屋寺舎利 創建石塔欲安其中予聞盛甚不堪
歓喜綴野語以嘉賞云
元屋傳来設利羅覚翁捧護 此擔枷奉安今日祥巌下塵 刧祈降衆魔 現
住東蝦夷地国泰禅寺 鎌府 山沙門真州題
前國泰香國淵禅師馳専价於相之鎌倉拝諸鹿山所
秘佛牙舎利分身鎮老于蝦東見 心諸野衲矣遂為
東装連登鹿山拝受齋持来度與淵師附予以元屋
寺舎利報其宗盟於是石造寶塔以秘在塔中而将傳
永世此道場馬普募助縁奏斯成功庶幾與諸善信明
諸華暁同圓種智係以俚語曰
一顆舎利　無上法寶　國泰淵師　附與孤老　日告十方
等和清操　建石浮圖　換椰茎艸　童子聚紗　巳成佛道
金口宣言　明清應報　説経塵刧　称諸奈窮　喜捨檀信
共證直空　龍大擁護　長鎮海東　畢竟如奈　仰祝
聖躬　　　　　　　謹銘　嘉永二年己酉七月

大般若波羅密多経理趣分
佛舎利寶塔
妙法蓮華経全部石書封壇

願以此功徳　普及於一切
我等與衆生　皆共成佛道

20170612関根調査

願主 大佐井 金丸屋七右ェ門 尾道石工
山城屋惣八 奉納 尾道市教委2014

20150622関根調査
施主 野村治三郎 世話人 （大坂）橘屋吉五郎 常夜塔 金毘羅大権現 町指定文化財 20170613関根調査
奥御國産御會所 大坂御仕送御用所 施主 御用達 野村治六郎 當所 惣商人中  運送舩 神通丸庄兵衛 御神燈 海上安全 20170613関根調査

橘屋吉五郎 施主 大坂 橘屋四郎兵衛 世話人 安田彦兵衛 西村金之丞 漱盥 常光寺のものと同
じ 20170613関根調査

橘屋吉五郎 施主 大坂 橘屋四郎兵衛 世話人 安田彦兵衛 西村金之丞 漱盥 海中寺のものと同
じ 20170613関根調査

施主 野村治三郎 野村新八 運送舩 大神丸専右衛門 常夜塔　先祖代々
徳隣院繁山昌榮居士霊位 20170613関根調査

施主 野村治三郎 野村新八 運送舩 神通丸庄兵衛 常夜塔　先祖代々
徳養院繁屋貞祥大姉霊位 20170613関根調査

小餅屋六兵衛 施主 加州橋立  同御連中 取次人 西村金之丞 本龍山 20170613関根調査
阿波屋清蔵 長内屋音吉 木村屋庄蔵 米澤屋百次郎 山崎屋長兵衛 瀧屋善五郎 瀧屋理兵衛 瀧屋善
蔵 中山屋彌右衛門 網屋清左衛門 銭屋八十吉
丸屋佐助 木村彌福松 関屋直次郎 池田屋吉助 白取甚四郎 橘屋清左衛門 瀧屋勘兵衛 瀧屋紋蔵 瀧
屋兼蔵 瀧屋勘助 銭屋喜助
運送舩 加州宮腰 寶國丸八十吉

奉納 木越2001
20170613関根調査

入内山観世音菩薩敬白　越前新保中村新兵衛 市指定文化財 三井2012
石山2012

松前福山城下泊川 心太屋善兵衛 奉納 御神燈 20170613関根調査

越前国新保浦山岸屋太兵衛 町指定文化財 三井2012
石山2012

越前国新保浦上林武兵衛 町指定文化財 三井2012
石山2012

願主 大坂 茨木屋和助 同所 地宝丸兵蔵 同所 威徳丸互良兵衛 酒田 伊勢屋伊兵衛 塩飽 福蔵丸平
五郎 世話人 菊屋善左衛門 御神燈 20170529関根調査

【本殿側面・山側】世話人　大坂 橘屋四郎兵衛･塩飽 豊島屋平五郎･菊屋善太郎　□本久左衛門　
大正二年山田弥吉　山田登一　山田弥吉　角田吉□郎　世話方 戸沼治左衛門　塩屋理右衛門　
塩屋理右衛門　塩屋忠右衛門　塩屋忠右衛門　敦賀屋金九郎　敦賀屋金九郎　塩屋治右エ門　塩
屋治右衛門　竹屋傳次郎　塩屋治右衛門　塩屋治右衛門 竹屋傳次郎　塩屋治右衛門　竹屋傳次
郎　竹屋傳次郎　大塚屋甚八郎　加賀屋庄右衛門 世話人　塩飽 豊島屋平五郎･菊屋善太郎　大
坂 橘屋四郎兵衛　竹屋傳次郎　黒滝源吾　七戸宇三郎　七戸宇三郎　塩屋理右衛門 世話方 橘屋
弥八　加賀屋庄右衛門　大坂 網干屋直平　岩坂屋七良兵エ　七戸宇三郎　同 五良右門 世話方 
竹谷忠兵衛･森野藤兵衛　菊屋善太郎　菊屋善太郎　菊屋善太郎　菊屋善太郎　菊屋善太郎 菊地
小市･菊屋六左衛門　同 松左衛門　紀国屋権兵衛　敦賀屋吉太郎　若狭屋 蔵　七戸平吉
【本殿裏面】築館竜助･工藤直世　西村屋治三郎　能登屋利三郎　小野佐右エ門　山田屋新助　山
田屋新助　花田省庵　中原屋金平　長谷川仁太郎　鶴屋太左衛門　鶴屋多左衛門　葛西才兵衛 
三国屋久兵衛･折戸屋武兵衛　三国屋弥太郎　中畠屋惣右エ門　網屋七郎右門　岩谷甚三郎　中
村又兵衛 中村又兵衛･対馬佐右衛門　黒滝惣三郎　大坂 橘屋弥八　秋田屋善五郎　長尾屋次郎
九郎　能登屋勘左衛門　同人 前田兵蔵　高屋内繁山　高屋内若菊　高屋内文路　折戸屋吉兵衛　
伊勢屋久兵衛
【本殿側面・海側】世話人 菊屋善太郎 塩飽 豊島屋平五郎 大坂 橘屋四良兵衛　原市良兵衛　前田
清蔵　大坂 橘屋善八　敦賀屋金九郎　原市良兵衛 布屋和助 紙屋与吉　小野屋市良兵エ　大坂 
橘屋傳三郎　長尾与助　大坂 網干屋直平　大坂 大和屋和吉 山本蔵八　紙屋伊蔵　大坂 大和屋
傳五郎　大坂 大和屋惣吉　大坂 網干屋平吉　大坂 坪屋重兵衛　大坂 大和屋重吉　 大坂 □屋慶
蔵･□屋伊兵衛　加茂良清吉　百足屋平右エ門　野中与八郎　大坂 □屋和□　帯屋栄蔵　大坂 
□町 北國積木綿屋　豊島屋平五郎　古川屋惣兵衛　山本庄五郎　正可大神丸忠右エ門　中畑屋
惣右エ門　菊屋藤兵衛　西野久太郎　佐野兵蔵　永井吉兵衛　板谷六右衛門　玉井忠四郎　 尾
崎五左衛門　月永理兵衛　宮下五右衛門　尾崎庄兵衛　戸沼平兵衛　伊倉藤治郎　 永井庄兵衛　
西野久吉　森山佐兵衛　清野徳右衛門　菊地清助　加島長兵衛　山内弥五兵衛　　　　　　　　　

長州赤間関
石工人
有光重兵衛

奉献
町指定文化財
海側13.7m
山側13.7m
社殿裏8.57m

北奥文化研究会創立
30周年記念誌刊行委
員会2011
20170529関根調査

三久二 半兵衛 20170530関根調査
大坂 天満屋平五郎 奉寄進 20170530関根調査

大坂 堺屋兵蔵･堺屋五郎兵衛 奉寄進
昭和30年代の台
風による枝の落下
で破損

20170530関根調査

大坂願主 網干屋重蔵･堺屋五郎兵衛･堺屋兵蔵
塩飽願主　山本善九郎･山本善十郎
當所願主 上田屋勘四郎･小濱屋理右衛門･七戸屋吉蔵･豊嶌屋平五郎･松田屋武兵衛･小濱屋幸右
エ門･越後屋庄右エ門

奉寄進鳥居海上安全
明治30年代の大
火の際の被熱と放
水で破損

20170530関根調査

左 「山に高」 願主 伊兵衛 寅或丸平兵衛
右 「山に高」 兵庫 嘉十郎 献燈 20170530関根調査

越後 宮川信心 松前 栖原 栄徳丸幸吉 積下 寄進 石段は19段
幅3m･長さ7.7m 20170530関根調査

越後椎谷 車屋松太郎 秋田椿村 佐藤重太郎 諸國信心中 越後板谷 春日丸松太郎 松前 栖原 栄徳丸
幸吉 下 20170530関根調査

取次世話人 當所 越後屋庄右エ門　大坂 堺屋五郎兵衛 當所 願主 堀内弥右エ門 七戸宇兵衛 奉寄進 町指定文化財一部
後補 20170530関根調査
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表1 b　津軽・下北地方の近世海運関連石造物

番号 寺社等名称 所在地 種類
法量（ｃｍ）

石材 奉納年
高さ 幅 厚さ

7a 脇野沢八幡宮 青森県むつ市脇野沢桂沢18-1 石灯籠 （53）（19）（17）笏谷石 文化3（1806）年1月吉日

7b 脇野沢八幡宮 青森県むつ市脇野沢桂沢18-1 手水鉢 48 74 52 安山岩
（戸室石） 天保9（1838）年7月17日

7c 脇野沢八幡宮 青森県むつ市脇野沢桂沢18-1 鳥居 345 465 30 花崗岩 安政5（1858）年5月吉日

8 曹洞宗祥岩山長福寺 青森県佐井村古佐井112 佛舎利塔 472 210 210 花崗岩 嘉永2（1849）年7月

9 箭根森八幡宮 青森県佐井村八幡堂37 狛犬 224 117 96 花崗岩 安政5（1858）年8月15日
10 浜町の常夜塔 青森県野辺地町野辺地471地先 石灯篭 380 220 220 花崗岩 文政10（1827）年1月吉良日
11 野辺地八幡神社 青森県野辺地町笹館12 石灯篭 315 130 130 花崗岩 嘉永5（1852）年

12 浄土宗海中寺 青森県野辺地町寺ノ沢38-1 手水鉢 68 106 49 花崗岩 弘化2（1845）年6月

13a 曹洞宗常光寺 青森県野辺地町寺ノ沢86 手水鉢 68 106 49 花崗岩 弘化2（1845）年6月

13b 曹洞宗常光寺 青森県野辺地町寺ノ沢86 石灯籠
290 112 112 花崗岩 天保4（1833）年4月3日

290 112 112 花崗岩 嘉永3（1850）年6月27日

14 浄土真宗大谷派本龍山西光寺 青森県野辺地町寺ノ沢90 手水鉢 70 100 50 花崗岩 年号なし

15 香取神社 青森県青森市大矢沢字里見1233-2
（香取神社の旧所在地は青森市柳町） 狛犬 206 127 96 花崗岩 嘉永2（1849）年4月吉日

16 小金山神社 青森県青森市入内駒田116-4 狛犬 67 22 53 笏谷石 寛文5（1665）年1月吉日

17 柳久保神社 青森県青森市浪岡大釈迦山田189 石灯籠 （63） 30 30 輝石安山岩 安政5（1858）年8月

18a 今別八幡宮 青森県東津軽郡今別町大字今別字今別19 狛犬 48 15 43 笏谷石 明暦4（1658）年6月15日

18b 今別八幡宮 青森県東津軽郡今別町大字今別字今別19 狛犬 42 15 39 笏谷石 万治2（1659）年3月12日

19a 白八幡宮 青森県鰺ヶ沢町本町69 石灯篭 190 67 67 花崗岩 寛政6（1794）年3月15日

19b 白八幡宮 青森県鰺ヶ沢町本町69 玉垣 180 22 22 花崗岩 文化13（1816）年3月吉日

20a 真言宗醍醐派春光山円覚寺 青森県深浦町深浦浜町275 狛犬形鎮子 12 6 8 笏谷石 慶長3（1598）年8月吉日
20b 真言宗醍醐派春光山円覚寺 青森県深浦町深浦浜町275 手水鉢 50 55 44 花崗岩 寛延2（1749）年5月

20c 真言宗醍醐派春光山円覚寺 青森県深浦町深浦浜町275 鳥居 不明 485 31 花崗岩 寛政8（1796）年1月吉日

20d 真言宗醍醐派春光山円覚寺 青森県深浦町深浦浜町275 鳥居 不明 607 37 花崗岩 寛政10（1798）年1月吉祥日

20e 真言宗醍醐派春光山円覚寺 青森県深浦町深浦浜町275 石灯篭 140 48 48 花崗岩 文化5（1808）年3月10日

20f 真言宗醍醐派春光山円覚寺 青森県深浦町深浦浜町275 石段 60 24 24 花崗岩 安政6（1859）年1月

20g 真言宗醍醐派春光山円覚寺 青森県深浦町深浦浜町275 石橋 31 240 76 花崗岩 万延2（1861）年3月吉日

21 武 槌神社 青森県深浦町岩崎字浜野 鳥居 330 460 29 花崗岩 寛政10（1798）年1月吉祥日
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と
す
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、

小
島
屋
半
兵
衛
の
作
品
と
し
て
は
、
高
野
山
奥
之
院
に
あ
る
元
禄
一
一
年
（
一
六
九

八
）
銘
の
奥
州
二
本
松
藩
二
代
藩
主
丹
羽
長
次
の
櫛
型
墓
標
や
、
大
阪
府
茨
木
市
目

垣
一
丁
目
の
佛
照
寺
に
あ
る
水
盤
（
天
岸
前
掲
）
が
最
も
古
い
。
小
嶋
屋
半
兵
衛
の

作
品
は
、
奈
良
県
橿
原
市
小
網
の
入
鹿
神
社
に
あ
る
安
政
四
年
（
一
八
五
八
）
銘
の

狛
犬
（
仲
一
九
九
九
）
ま
で
、
大
阪
府
と
奈
良
県
内
を
中
心
に
約
一
六
〇
年
間
に
四

三
例
を
確
認
し
て
お
り
、
歴
代
に
わ
た
り
同
じ
名
前
を
襲
名
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
（
関
根
二
〇
一
七
）。

　

佐
井
村
箭
根
森
八
幡
宮
に
あ
る
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
銘
の
花
崗
岩
製
狛
犬

（
９
）
を
手
掛
け
た
尾
道
石
工
の
山
城
屋
惣
八
の
作
品
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

か
ら
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
ま
で
六
五
点
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
年
代
も
幅
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
代
々
同
じ
名
前
を
継
承
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
尾
道
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
四）

2
（

）。
山
城
屋
惣
八
は
安
政
か
ら
慶
應
に
か
け
て
多
く

の
狛
犬
の
製
作
を
手
掛
け
て
い
る
。
惣
八
の
作
品
は
地
元
尾
道
で
は
二
点
し
か
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
岡
山
・
山
口
、
新
潟
に
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。

　

恐
山
に
か
つ
て
存
在
し
、
現
在
は
崩
壊
の
た
め
滅
失
し
て
し
ま
っ
た
笏
谷
石
製
の

大
石
灯
篭
（
４
ｅ
２
４
）
に
刻
ま
れ
て
い
た
「
石
工 

越
前
福
井 

井
上
市
右
エ
門
」

は
、
富
山
県
滑
川
市
の
檪
原
神
社
に
あ
る
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
銘
の
笏
谷
石
製

狛
犬
（
三
井
二
〇
一
二
）
を
製
作
し
た
「
越
前
福
井
石
坂
町 

井
上
市
右
エ
門
孝
紀
」

と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

　

鰺
ヶ
沢
町
白
八
幡
宮
の
花
崗
岩
製
玉
垣
（
１
９
ｂ
）
を
手
掛
け
た
長
州
赤
間
関
の

石
工
人
有
光
重
兵
衛
、
脇
野
沢
八
幡
宮
の
戸
室
石
製
手
水
鉢
（
７
ｂ
）
を
手
掛
け
た

金
沢
藩
の
御
扶
持
人
石
工
浅
野
權
三
郎
・
同
權
右
エ
門
、
恐
山
道
丁
石
（
一
一
三
丁
）

を
手
掛
け
た
石
匠
音
松
亀
吉
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
詳
細
不
明
で
あ
る
。　

三　

石
造
物
に
み
る
地
域
間
交
流

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
石
造
物
に
は
、
石
造
物
の
奉
納
に
関
わ
っ
た
施
主
・
願
主
・

世
話
人
の
居
住
地
、
運
搬
を
担
っ
た
積
船
の
船
籍
地
、
石
工
の
居
住
地
な
ど
の
地
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
広
範
囲
な
地
域
間
の
結
び
つ
き
を
示
す

資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
、
恐
山
菩
提
寺
の
石
灯
篭
、
佐
井
村
長
福
寺
の
仏
舎
利

塔
、
鰺
ヶ
沢
町
白
八
幡
宮
の
玉
垣
を
取
り
上
げ
、
願
主
や
世
話
人
の
居
住
地
や
石
造

物
を
運
ん
だ
船
の
船
籍
地
に
基
づ
き
、
海
運
に
よ
る
地
域
間
の
交
流
の
実
態
を
検
討

す
る
。

（
一
）
む
つ
市
恐
山
菩
提
寺
の
石
灯
篭

　

恐
山
に
あ
る
曹
洞
宗
伽
羅
陀
山
菩
提
寺
の
山
門
か
ら
本
堂
向
か
う
参
道
に
沿
っ
て
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並
ぶ
四
八
基
の
石
灯
篭
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
三
九
）
六
月
・
嘉
永
二
年
六
月
・
弘

化
三
年
（
一
八
四
六
）
六
月
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
奉
納
に
関
わ
っ
た
施
主
・
願

主
・
世
話
人
の
居
住
地
や
、
石
灯
篭
を
運
搬
し
た
積
船
の
船
籍
を
記
し
た
も
の
が
四

一
基
あ
る
（
４
ｅ
）。
年
代
・
石
材
別
の
内
訳
は
、
嘉
永
元
年
は
花
崗
岩
製
三
基
、

嘉
永
二
年
は
花
崗
岩
製
一
三
基
、
弘
化
三
年
は
花
崗
岩
製
一
六
基
・
輝
石
安
山
岩
製

五
基
、
年
代
不
明
は
笏
谷
石
製
一
基
・
花
崗
岩
製
二
基
・
輝
石
安
山
岩
製
一
基
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
石
灯
篭
の
施
主
・
願
主
・
世
話
人
は
、
松
前
の
商
人
が
最
も
多
い
が
、

北
は
北
海
道
日
本
海
側
の
オ
タ
ル
ナ
イ
・
フ
ル
ビ
ラ
か
ら
西
は
讃
岐
塩
飽
ま
で
広
範

囲
に
分
布
し
て
い
る
（
図
４
）。
こ
の
う
ち
日
本
海
沿
岸
の
羽
後
塩
越
・
能
登
輪
島
・

加
賀
宮
腰
・
大
野
・
越
前
三
国
・
新
保
や
瀬
戸
内
の
讃
岐
塩
飽
・
摂
津
兵
庫
・
大
坂
・

泉
州
堺
は
、
北
前
船
の
寄
港
地
で
あ
る
。
太
平
洋
側
で
盛
岡
藩
領
の
野
辺
地
・
五

戸
・
福
岡
・
宮
古
と
仙
台
藩
領
の
水
沢
と
石
巻
が
確
認
で
き
た
。

　

四
一
基
中
二
九
基
の
石
灯
篭
に
運
搬
船
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
も
多
い
の
が
箱

館
の
山
本
氏
の
手
船
豊
栄
丸
で
一
九
例
、
次
い
で
讃
岐
丸
亀
の
橘
屋
（
尾
上
）
吉
五

郎
所
有
の
大
坂
船
籍
松
寿
丸
が
五
例
、
他
に
加
賀
大
野
の
丸
屋
武
平
の
寶
吉
丸
と
松

前
の
伊
達
林
右
衛
門
の
手
船
正
徳
丸
が
各
二
例
、
野
辺
地
の
野
村
治
三
郎
の
手
船
神

通
丸
が
一
例
で
あ
る
。
な
お
、
橘
屋
吉
五
郎
は
、
野
辺
地
町
の
花
崗
岩
製
常
夜
塔

（
１
１
）
に
は
世
話
人
と
し
て
、
同
じ
く
野
辺
地
町
の
海
中
寺
と
常
光
寺
の
花
崗
岩

製
手
水
鉢
に
は
施
主
と
し
て
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

恐
山
菩
提
寺
の
石
灯
篭
は
、
下
北
が
東
と
西
の
海
運
の
交
差
点
で
あ
る
こ
と
や
、

恐
山
が
海
運
関
係
者
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

図4　恐山菩提寺境内石灯篭奉納者の地域分布



―  88 ―

（
二
）
佐
井
村
長
福
寺
の
仏
舎
利
塔

　

佐
井
村
古
佐
井
の
曹
洞
宗
祥
岩
山
長
福
寺
に
あ
る
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
銘
の

花
崗
岩
製
仏
舎
利
塔
（
８
）
は
、
蝦
夷
三
官
寺
の
一
つ
厚
岸
町
の
臨
済
宗
南
禅
寺
派

景
雲
山
国
泰
寺
に
あ
る
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
松
前
の
石
工
二
代
目
長
松
と

箱
館
の
石
工
二
代
目
善
七
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
花
崗
岩
製
仏
牙
舎
利
塔
（
関
根
二

〇
一
三
）
と
石
材
・
形
状
・
銘
文
が
類
似
し
て
い
る）

3
（

。

　

長
福
寺
の
仏
舎
利
塔
の
造
営
に
は
、
ア
ッ
ケ
シ
（
厚
岸
町
）
か
ら
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ

（
八
雲
町
山
越
内
）
に
到
る
東
蝦
夷
地
の
二
三
ヶ
所
も
の
場
所
の
会
所
や
運
上
屋
の

関
係
者
を
は
じ
め
、
西
蝦
夷
地
の
ト
マ
マ
イ（
苫
前
町
）・
ル
ル
モ
ツ
ヘ（
留
萌
市
）・

マ
シ
ケ
（
増
毛
町
）
の
運
上
屋
や
会
所
の
関
係
者
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
（
図
５
）。

　

一
八
四
〇
年
代
に
建
て
ら
れ
た
長
福
寺
の
仏
舎
利
塔
と
国
泰
寺
の
仏
牙
舎
利
塔
は
、

東
蝦
夷
地
の
会
所
や
運
上
屋
で
働
く
和
人
た
ち
が
下
北
―
箱
館
―
厚
岸
を
結
ぶ
海
路

に
よ
っ
て
相
互
に
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
三
）
鰺
ヶ
沢
町
白
八
幡
宮
の
玉
垣

　

文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
の
年
号
を
有
す
る
鰺
ヶ
沢
町
白
八
幡
宮
の
花
崗
岩
製

玉
垣
（
１
９
ｂ
）
の
造
営
に
は
、
多
数
の
大
坂
商
人
の
名
前
に
交
じ
っ
て
、
海
運
関

係
者
と
み
ら
れ
る
塩
飽
の
人
名
、
長
州
赤
間
関
の
石
工
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

白
八
幡
宮
の
玉
垣
は
、
西
廻
り
航
路
に
よ
り
鰺
ヶ
沢
が
下
関
・
瀬
戸
内
を
経
由
し
て

大
坂
と
直
結
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
図
６
）。

　

ま
と
め

図5　下北佐井長福寺佛舎利塔奉納者の地域分布
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図6　鰺ヶ沢白八幡宮玉垣の奉納者・石工の地域分布

　

本
稿
で
は
、
青
森
県
津
軽
地
方
と
下
北
地
方
で
確
認
し
た
近
世
海
運
関
連
石
造
物

を
取
り
上
げ
、
海
運
の
歴
史
的
展
開
と
海
運
に
よ
る
地
域
間
の
結
び
つ
き
を
検
討
し

た
。
そ
の
結
果
、
松
前
三
湊
と
日
本
海
沿
岸
の
湊
町
を
繫
い
だ
近
世
日
本
海
海
運
は
、

一
七
九
〇
年
代
に
急
速
に
発
展
し
、
一
八
四
〇
・
五
〇
年
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の

ち
一
八
六
〇
年
代
に
は
低
迷
期
に
入
っ
た
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
傾
向

は
、
松
前
・
江
差
、
越
前
三
国
・
敦
賀
、
若
狭
小
浜
で
行
っ
た
近
世
墓
標
調
査
結
果

と
も
整
合
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
の
日
本
海
海
運
は
、
北
前
船
と
呼
ば
れ
る
荷
主
と

船
主
が
同
一
の
買
積
船
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
北
前
船
に
関
し
て
は
分
厚
い

研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
捉
え
方
に
は
人
に
よ
っ
て
差
が
み
ら
れ
る
が
、
江
戸
時

代
よ
り
も
む
し
ろ
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
よ
り
一
層
活
動
が
活
発
化
し
た
と
い
う

点
で
は
意
見
が
一
致
し
て
い
る
（
牧
野
一
九
六
四
、
中
西
二
〇
〇
九
）。
し
か
し
墓

標
に
刻
ま
れ
た
死
者
数
か
ら
み
て
、
上
述
の
湊
町
で
は
幕
末
に
人
口
減
少
が
起
き
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
安
政
の
開
国
に
伴
う
箱
館
・
新
潟
の
開
港
は
、
日
本
海
交
易

に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
末
に
は
、
北
前
船
の
寄
港
地
の

中
で
開
港
地
に
選
ば
れ
た
箱
館
と
新
潟
だ
け
が
突
出
し
た
「
勝
ち
組
」
と
な
り
、
他

の
湊
町
の
な
か
に
は
こ
の
二
つ
の
巨
大
な
交
易
港
に
食
わ
れ
る
形
で
衰
退
す
る
と
こ

ろ
も
出
て
き
た
と
推
測
さ
れ
る
（
関
根
二
〇
一
八
ａ
）。

　

海
運
に
よ
る
地
域
間
交
流
に
関
し
て
は
、
下
北
が
西
廻
り
航
路
と
東
廻
り
航
路
が

交
差
す
る
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
松
前
や
箱
館
を
介
し
て
東
蝦
夷
地
や
西
蝦
夷
地

に
設
け
ら
れ
た
場
所
と
強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
海
運
石
造
物
は
、
近
世
史
を
語
る
上
で
重
要
な
歴
史
資
料
で

あ
り
、
で
き
る
限
り
文
化
財
指
定
を
進
め
保
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
現
地
調
査
に
お
い
て
、
佐
井
村
長
福
寺
・
深
浦
町
円
覚
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寺
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
な
ら
び
に
、
鰺
ヶ
沢
町
教
育
委
員
会
の
中
田
書
矢
氏
・
む

つ
市
教
育
委
員
会
の
森
田
賢
司
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）
例
え
ば
、
青
森
県
内
に
は
一
六
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
紀
年
銘
を
有
す
る
笏
谷
石
製

狛
犬
と
し
て
、
今
別
八
幡
宮
（
明
暦
四
年
・
万
治
二
年
）・
青
森
市
金
峰
神
社
（
寛

文
二
年
）・
弘
前
八
幡
宮
（
寛
文
二
年
）・
弘
前
市
多
賀
神
社
（
寛
文
四
年
）・
青
森

市
熊
野
宮
（
寛
文
五
年
）・
青
森
市
小
金
山
神
社
（
寛
文
五
年
）
の
七
例
が
知
ら
れ

て
い
る
（
石
山
二
〇
一
二
）。
こ
の
う
ち
本
論
で
は
、
他
地
域
の
地
名
を
有
す
る
今

別
八
幡
宮
の
二
例
と
小
金
山
神
社
例
の
み
を
取
り
上
げ
た
。

（
2
）
山
城
屋
惣
八
の
作
品
の
う
ち
『
尾
道
の
石
造
物
と
石
工
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
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潟
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竃
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應
二
年
（
一
八
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銘
花
崗
岩
製

狛
犬
が
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る
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関
根
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〇
一
八
ｂ
）。

（
3
）
国
泰
寺
の
仏
牙
舎
利
塔
の
台
石
に
は
、
山
田
文
右
衛
門
・
福
嶋
屋
（
杉
浦
）
嘉
七
・
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野
（
柏
屋
）
喜
兵
衛
な
ど
の
蝦
夷
地
の
場
所
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負
に
関
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っ
た
箱
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や
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の
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商
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士
五
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石
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仏
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域
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関
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〇
一
三
）。
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